
サーチ (market ing re田arch 市場研究)を行な って いる。

1 マ ーケ ティングの内容

マーケティ γ グは大最lL産，大昂消費の現代社会に生まれた

実践的経営科学である。 すなわち，企業は生産妓術の革新によ

る大量生産方式を通じて ， コスト低減のために競争してお り ，

この鏡争に対処するため ， 固定設備に多額の資本を投入してい

る。この固定化した資本の安全を守り，コストの低減を利潤の

鉱大に結びつけるためには， 市場を守ることが必要であ り ，自

社の市場圏鉱大が， 現代企業の最も基本的にして切実な要約と

な っている。

こ のように激L\_、企業競争の中でマ ーケ ット ・ シェア (mar­

ket share 市場占有率)を確保し ， しかも鉱大して経営を安定

させ， 企業を成長発展させる経営戦略的な実践科学原理がマー

ケティ ング ・リサーチ，略してマーヶテ ィ γ グといわれるもの

である。この7 ーヶティ γ グの考えは L作った ものを売る1 と

L 、う単なる販売ではなく ， L売れるものを作る1 と L 、う需要中心

の考えて♂あっ て ， 新しい需要を創造し ， 販売市場をさらに鉱大

しようとする積極的な意欲が流れてレる。 7 ーヶテイングには，

次のような三つの機能がある。

(1) まず需要の動向を科学的な方法によ り ，具体的かつ正確

に調査する(市場調査)。

(2) 次に，この調査結果に基づき，顧客の JJ向を商品または

サービスの計画に反映させる( .商品日十画)。

(3) 厳後に，この商品またはサービスを適切な広告 ・ 宣伝と

販売組織を通じて顧客に提供する 何販売促進)。

このように，マ ー ケティングは顧客の要望に適応していこう

とする企業努力であり，いわゆる顧客本位， 市場指向的な経例

理念である。

2 鉄道におけるマーケテイングの必要性

国鉄におけるマーケティ γ グの必要性は，昭和 33 年度の悶

鉄監査報告書が初めて公的に指摘した。

国鉄は，かつて以内輸送市場におし、て ， ほとんど独占的な立

場にあ り ，同鉄によ る鱗送サ ー ビスの供給が需要に対して不足

してレたため， 先手市場ともレえた。ところが近年，臼動車あ

るいは航定機など新鋭交通機関による新たな愉i主力の供給と ，

産業構造や国民生活の変化による需要動向の変化は，国鉄の独

占的地位を奪うこと になった。すなわち悶鉄は他の輸送機関 と

きびしレ競争関係に立たされ， 従米主 1司じ愉送サーピスを提供

するだけでは， ili客は満足しなくなってきたのでhある。ここに

国鉄は収入を確保し，経 'I'f:を安定させて長期l発肢を続けていく

ために，輸送サービスの質的改追を行なL 、 ， 新しし 、需要を獲得

する必裂が生まれた。こうして国鉄におレても，ょうやく マー

ケティングの必要性がI認識され，かつまた実施されること とな

った。

3 鉄道における マ ーケティ γ グの I主義

国鉄は公共企業体として公共性と企業性をあわせもっている。

公共性からいえば，経済発展の主主総としての輸送を受け持つ |司

鉄は， 常に国民経済的な立場から紛送サービスを提供しなけれ

ばならなレ。すなわち， 常に利用者の利益となるよ う，迅iiJ ，

正確，安全， 快適にして ， 低廉な輸送を提供する義務がある。

そこでマ ーケテイ ンク の原1'[[に主~づ き ， たえず似客がMを求め

ているかを 十分調育研究して， 1，Hのな愉;1;とともに '{'W~な給送

の近代化を推進して，国[(の満足を得ることが必要といえよう。

一耐において企業性ーからレえば，役所らしさを姶て，経営の

近代化を進め， マーケテイングの妓法を駅{史 して，厳極的に別

収活動を展開して経停，を安定させるこ ι は，得られた利潤が日

テトラポッド

己資金として新たな投資に振り向けられ，利用者に還元される

ことを考えれば，大いに望まれるところであるといえる。

さらに鉄道輸送の特異性からいっても，鉄道事業のマ ー ケテ

イングの意義がある。すなわち，輸送サービスが生産と lfi)l時に

消費される即時財の性絡をもち， ストックがきかないから，需

要の動向にあわせて生産する必要があること，固定設備に多額

の資金を要し，輸送需要の的確なはあくが要求されること，さ

らに輸送需要の波動が大きく，しかも広範閤にわたるため商品

としての輸送サービスが多後多様になることなどからみて， 鉄

道におけるマーケティングは， 特に重要な意味をもっている。

ー」営業開発。輸送市場調査。繍送市場占有率。

参考文献 国鉄営業開発業務研究会編鉄道の営業開発。国

鉄営業開発業務研究会編 交通市場調査ハンドブック。国鉄通

信教育教科書第二郎 営業開発。(山岡瑞雄)

てつどうろうどうかがくけんきゅうしょ 鉄道労働科

学研究所 国鉄の本社附属機関で， 東京都国分寺市に置かれ

ている。その所管業務は (1) 労働生震に関する調査研究(労

働負担 ・ 疲労度の医学的調査研究， 体力および医学的適性に関

する調査研究，作業行動空間の合理化に関する生理学的調査研

究，大脳生理学に関する基礎的応用的研究) (2) 労働衛生お

よび公衆衛生に関する調査研究お よ び試験(作業環境に関する

医学的調査研究，環境有害物の分析および試験方法に関する調

査研究， 旅客公衆衛生に関する調査研究) (3) 労働病理に関

する調査研究(職業病に関する調査研究，各種疾ぺいの統計的

調査研究) (4) 労働心理に関する調査研究(職務の心濠学的

分析，知能 ・ 性絡 ・ 知覚 ・ 運動能に関する調査研究，職種別作

業適性の心理学的調査，適性検査の内容に関する基礎的研究，

作業行動空間の合型化に関する心理学的調査研究) (5) 人間

関係、 ・ 京労働;意欲 ・ 市場調*および世論調査に関する社会心理

学的調査研究(人間関係および労働意欲に関する調査研究，市

場調査および世論調査に関する心理学的調査研究， 心理学的統

"十分析) (6) 人間工学的研究成果の応用に関する調査研究お

よび安全衛生工学に係る調査研究(事故防止および安全に関す

る技術の人間工学的開発， 合理的作業方式の人間工学的開発)

(7) 心理適性検脊などである。

鉄道労働科学研究所の組織は，所長，次長のもとに，企画室

(調査役を置く) ・ H!~務課 ・ 労働生J!Jl研'先君J ・労働衛生研究室・

労働病jlj!研究室 ・ 労働心Jl1l研究室 ・ 社会心政研究室 ・ 人間工学

研究室 ・ 心理適性管理室(地方駐在員を札幌 ・仙台 ・ 名古屋 ・

大阪 ・門司に置く )を置く。

運転事故および傷害事故の防止と作業能率の向上をはかるた

めには， 人事管理および作業管理の面に労働科学的手法を導入

すると同時に， 医学的 ・ 心理学的観点から，職員の作業適性を

的確にはあくすることが必要である。特に悶鉄のように業務内

容が復雑多岐にわたり ， しかも国内随 aの輸送機関として公共

の術祉に直後紡びつ きをもっ事業にあ っては， 安全の確保と能

率の向上とが必く要請されるだけに，その必要性はなおさら大

きし、。

国鉄における労働科学に関する研究は，心即lfffl門を主体とし

た中央鉄道学園能率管埋研'先所の労働科学研究室と ， 厚生局安

全衛生課の労働医学研究部門とにおいて，それぞれ別倒に行な

って きたが，総合した労働科学の研究においてト分な効果をあ

げることができなかったので，昭和 38 ・ 6 ・ 1 ，両部It" Iを統合強化

して新設したものである。(宮坂TE直)

テトラポ ッ ド (英) tetrapods (仏) tetrapode テトラポ

ッドとは ， 4 脚を持ったコ ンクリ ー ト塊であって，消波工とし


